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   上天草市立龍ヶ岳小学校 学校だより 
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少し欲張って、始業式の日に、４つのお願いを子供たちにしました。 

“○○の秋”とよく言いますが、龍ヶ岳小の“○○の 2 学期”ということで、上の 4 つを頑

張っているところです。そこで、現時点での様子を少し紹介します。 

１ 思いやり・・・日頃から各担任の先生から指導していただき、特に、「いじめは、どんな 

理由があってもいけないことである」という認識のもと、龍ヶ岳小ではい 

じめの未然防止に努めています。 

  ２ 運動と勉強・・・朝の運動で体を動かしています。学び合いを中心に学習を進めてい 

ます。体力アップと学力アップを目指します。 

  ３ 読書・・・「読書王決定戦」開催中。図書室へ 

行く子供たちが激増です。 

  ４ あいさつ・・・日に日によくなってきています。 

ご家庭や地域でも、あいさつが 

よくできたら誉めてください。 

 

「思いやり」「運動と勉強」「読書」「あいさつ」 

龍ヶ岳小のグラウンドは日本一きれいだった？ 

「あいさつドラゴンズ」結成！！ 
子供たち自ら、朝、教室を回り、気持ちのよいあいさ

つを呼びかけています。あいさつがんばるぞ～！ 

夏休み、龍小の先生（Ｏ先生とＭ先生）が、２学期に向けて、麦わら帽子をかぶり、汗び

っしょりになりながら、きれいに整備してくださいました。そして、2 学期が始まると、子供たちも朝のボ

ランティア活動でせっせと草引きを頑張りました。おそらくこの時点では、 

「日本一きれいなグラウンド」だったと思います。 

でも、最近の雨、雑草の強さと勢いに負け、かなりの草が・・。 

「教育は環境なり」です。きれいな学び舎で、きれいな心が育つ 

ように、また、みんなで日本一の環境を目指してがんばります。 
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最近、私自身思うことがあります。私が小学生だった頃、十

数年前に担任をしていた頃、よく「未来の日本」とか「未来の

天草」というのを絵に描いたり、みんなで考えたりしていたこ

とを思い出します。でも、今の私や子供たちは未来の絵を描い

たり、考えたりしているかな？と、ふと感じています。 

小さい頃は、ドラえもんが本当にいたらなあと考えたり、天

草に遊園地がほしいと考えたり、宇宙に行きたいと考えたり、

未来のことを考えるとワクワクしていたのを記憶しています。   

今はどうでしょう。想像すらしていなかったテレビのリモコン

が登場したり、携帯電話、パソコンの登場、インターネットで世

界がつながったり、車の自動運転等々、ドラえもんのポケット

からでてくるようなものが現実のものとなっています。今が満

たされているから？将来に希望が持てない社会だから？ 

そんなことはないはずです。明るい未来をわくわくしながら

考えたいなあと思っている今日この頃です。 

これからの未来を描くとしたら、どんな絵になるのでしょう。

皆さまはいかがでしょうか。すみません、独り言になりました。 

１０月 主な行事予定 

“未来を描く” ～ＰＡＲＴ１～ 

４日（土）子ども人権集会 

６日（月）読み聞かせ 委員会活動

８日（水）集団宿泊教室（５年） 

～９日（木） 

１０日（金）上天草市経営訪問 

２０日（月）読み聞かせ 

２７日（月）命を大切にする日 

        就学時健康診断 

２８日（火）見学旅行（３・４年） 

３０日（木）台湾オンライン交流 

（５・６年） 

※陸上記録会は中止となりました。 

“文化の秋” ～描画、毛硬筆、音楽会～ 

４年生が認知症サポーターに認定されました。 

毎年４年生がサポーターになっていますので、中学生や高校生など、龍ヶ岳の４年生以上はサポー

ターです。心優しい子が龍ヶ岳にはたくさんいます。サポーターに認定されることが大切ではなく、それ

を広げたり、実践につなげたりすることが大切だと思います。また、認知症の正しい理解はもちろん、困

っている人に気づいたり、差別や偏見をおかしいと感じたりする心にもつなげてほしいと思います。 

４年生が、養成講座を受

講し、上天草市の認知症サ

ポーターに認定されました。

認知症サポーターとは、認

知症について正しく理解し、

認知症やその家族を温かく

見守る応援者のことです。 

龍ヶ岳小の教室では、絵を

描いたり、毛硬筆の練習に励

んだり、音楽会に向けての歌声

が聞こえたり、まさに、“文化の

秋”を学校全体で感じていま

す。外はまだまだ暑いですが、

ゆっくりと秋が訪れています。 
集中力がすごい！！ 

できあがりが楽しみです。 

子供たちの様子を龍ヶ岳小ＨＰにも

載せています。時間があるときに

時々ご覧ください。 


